
 

第６５回の「環境教

育ミーティング」は長

岡京市の後援をいた

だき、長岡京市立公民

館と共催で１月 17 日

（木）に開催しました。 

井上博義様には「自

然との対峙」と題して、

フィールドにレンズ

を向けて、見えて来る

無限の被写体、そこか

ら自然、社会、経済、

家庭の環境が垣間見

ることを話していた

だきました。プロの写

真家としては、特に自

然環境の変化が気に

かかるようで、25 年

ほど前と比べ悪化へ

の頻度は、鈍化してい

るようだが決してス

トップはしていない

事例を挙げられまし

た。 

 
 

 

 

 

 

１ 

たくさんの素晴らしい作

品を見せていただきなが

ら、貴重なお話を聴かせ

ていただき、あらためて

自然環境に

ついて考え

る機会とな

りました。 

今のカメラ

はデジタル

が主流にな

り、ファイ

ンダーを通

して風景を

見ることは

ほとんどな

くなってし

まいました

が、小さな

窓から見た

景色は、液

晶画面より

も情緒が深いものだった

ことも懐かしく思い出し

ました。 

紹介していただいた森林

の風景では森林の抱える

課題や、業として引き継

ぐための後継者問題、河

川で普通に生息するよう

になったヌートリアでは
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参加者の感想 



自然に対しての人間の影

響、棚田の風景や身近な

小泉川など長岡京市の自

然も多く紹介され、写真

の持つ伝達力も感じまし

た。 

技術がありませんので、

あのような写真は撮るこ

とはかないませんが、当

方も東京方面に行く際に

はＥ席を取りたいと思い

ます。 

 

２ 

プロの方のすばらしい写

真をたくさん見せていた

だきました。嵐山の小水

力発電、森林の役目、床

柱に節の無い理由、カワ

セミ、かやネズミ、セキ

レイなど動物の表情、海

藻の酸素づくりなど自然

にまつわるいろいろ面白

い話を聞かせていただき

ました。井上さんの自然

への思い入れが感じられ

ました 

また「自然の風景がなく

なった」「（住宅の増築に

関連して）山肌にまで入

っていくことの人間の愚

かさ」など、自然が壊れ

ていくことへの嘆き（？）

は身に染みました。 

最後に私たちの自然への

取り組みについては「と

りあえず外へ一歩出てみ

る。そうすればいろいろ

なものが見えてくる。」と

言われたのが印象に残り

ました。 

出来れば、チラシに書か

れている「自然は孫子か

ら預かっている」という

ことについてもう少し詳

しくお聞きしたかったで

す。 

 

３ 

宮津市上瀬屋の里山や棚

田の貴重な風景写真など、

流石にプロの写真家と感

心させられる見事な写真

を沢山見せていただいて

目の保養になりました。 

西山や、小畑川・犬川・

小泉川などのお話は、少

し私どもの視点とは違う

感じを受けましたが、多

様な見方として参考にな

りました。 

野鳥についてもカメラを

通しての観察の鋭さがあ

るようですね。 

 

４ 

カメラアングルの中に

極力人工物を入れない芸

術家の感性が、自然環境

を大切に守りたい思い、

行動の元にあることを感

じました。一方、祭りは

カメラマンを惹きつけて

やまないものがあるので

しょうか。 


